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白由ヴァノレドルフ学校の音楽教育

低学年の教育方法理論を中心に
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は　じ　め　に

　自由ウァルトルフ学校の教育実践ならぴに，その背景

にあるルドルフ・シュタイナー　（Steiner，R．1861～

1925）の教育理論に対する関心が，近年急速に高まって

いる。音楽教育の内容と方法を研究する立場からも，こ

の学校の教育理論と実践には心惹かれるものがある。

　白由ヴァルドルフ学校は，1919年，ルドルフ・シュタ

イナーの指導のもとに，12年制の私立学校として設立さ

れた。この学校は，シュタイナーの人問認識と，それに

基づく教育学上の創見を支柱とした教育実践を，創立当

初から一貫して行ってきた。その60年余にわたる学校の

歴史の中で，途中ナチス政権による閉鎖を余儀なくされ

たが，この難をのりこえて近年増えつづげ，今目世界的

た規模で発展するに至った。その数は現在西ドイツをは

じめ世界23ケ国に設立されており，あわせて300校近く

に達しようとしている1）。

　更に，現代の教育の荒廃とその危機が叫ぼれる中で，

この学校の教育実践は，その改革の方向性を示すものと

して様々な方面から注目を集め，いくつかの批判はある

ものの概ね好意的に受げとめられており，書物，辞典な

どにも顕著に記述されるようになった2）。このような状

況は，この学校の60年余にわたる教育実践の力強さを示

すものであり，その背景にあるシュタイナーの教育理論

が，今日においても充分に傾聴に値するものであること

の証左といえよう。

　本稿で検討しようとするこの学校の音楽教育の理論と

方法も，極めて注目すべきものである。固有の人問観の

もとに全体的人間の育成を目ざすこの学校の教育の中

で，低学年の段階においては，音楽は，単に教育内容の

一つであるにとどまらず，あらゆる教育の基本的な方法

原理としても位置づげられており，この位置づげそのも

のが，自由ヴァルドルフ学校における音楽教育の大きな

特徴となっている。一方，低学年においては教科として

の音楽の枠をこえて，各教科の中に方法原理として浸透

している音楽的な要素と共に，この学校固有の教科であ

るミオイリュトミーミ（Eurythm1e）を通じて，教育内

容としての音楽教育も独自のあり方を示している。

　本稿では，この学校におげる音楽教育の独自の位置づ

けと共に，その内容，方法の固有のあり方に注目し，シ

ュタイナーの原典に即してその理論的根拠を明らかにし

ようとするものである。

1．低学年における音楽教育の位置つけ

　欧米にせよ，わが国にせよ，学校におげる音楽教育

は，「音楽科」という教科枠の中で行われるのが　般的

である。音楽科は他の算数科や国語科と並立される一つ

の教科であり，他の教科と同様に，科学・文化としての

一定の音楽理論を背景，前提とした階悌が，子どもの発

達，学習可能性を考慮して配列されている。

　しかし，自由ヴァルドルフ学校の音楽教育，授業は，

これとは全く異なった認識から出発している。音楽教育

は単に音楽の理論や技術の習得にとどまるものではな

く，全体的人問の育成という広く深い課題から提えられ

ている3）。すたわち，シュタイナーにあっては低学年

（7才から9才までの時期）におけるすべての教育は，

芸術的なもの，つまり音楽的一詩的なもの，及び彫塑

的一絵画的なものによってはじめられなければたらない

のである4）。

　シュタイナーは，12学年までの授業内容を構造的に把

握し，次のように述べている。。「重大な転期は9才頃

に起こります。9才までが小学校の第一段階であると言

えるのです。この時期に私たちは何を教えるのでしょう
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か。その出発点は芸術の領域となるでしょう。私たちは

今まで検討してきた方法で子どもたちと音楽，絵画，フ

ォルメソをします5）。」

　9才までの授業段階において，このように音楽が重視

されているにもかかわらず，第2学年又は第3学年以下

の学年には音楽の教科はない場合さえある6）。それで

は，この時期には音楽教育はどのような形でカリキュラ

ムの中に生きているであろうか。

　自由ヴァルドルフ学校においては，授業は基本授業

（Hauptunterricht）と専門授業（Fachunterricht）に

分げられている。基本授業とは，毎目の午前中の1時限

と2時隈をあわせた比較的長い時間の中で主要な教科内

容を扱う授業であり，この授業は一つの教科内容（例え

ぱ算数）をふつう3～4週間集中して学習するという形

態をとっている。このためユポック授業とも呼ばれるも

のである7）。専門授業は，基本授業と大休憩の後，ふつ

うの45分授業の形で週に何度かくりかえされ，主として

芸術教科，体育，外国語などが扱われる8）。

表1　ヴァルドルフ学校における音楽

＜第1－8学年＞

　毎　目　いわゆる基本授業（又はエポツク授業）の“リズム構成部分、

　　　　において，クラス担任によって教授され㍍

　　　約10－30分間
　　　練習の方法：クラスの中での歌，演棄，リズム的練習，ブロツ

　　　　　　　　クフレーテは全員に課せられる。多くの学校では

　　　　　　　　キンダーハープ又はキンダーライアも課せられ

　　　　　　　　る。

　週二回教科担任による音楽の授業

　　　　（第2又は第3学年以上）

週二回　オイリュトミー

く第4学年以上＞週一固の合秦（フルート，ヴァイオリン，ライア）

＜第8学年＞民族舞踊

　　　　　大がかりな曲のクラス演奏
　　　　　年間の研究：それぞれの生徒が自主的に一つのテーマを専

　　　　　　　　　門的に取り扱う。その中には楽器の制作も含む。

　　　　　以下省略
Mus1kp自dagoglsche　Forschung　Band5S83「Lemorte」によ

　る。

　第2学年又は第3学年以上になると，音楽はこの専門

授業の中の一教科として位置づげられるが，それ以前に

は，教科としての枠がない場合もあり，かわりに他のほ

とんどすべての教科の中で，歌唱，器楽演奏，更に後述

するオイリュトミーなどによる音楽表現が取り扱われて

いる9）。このような音楽表現の要素は，授業の中心テー

マと連関させて構成され，頭を使って考える部分と，身

体を使って実際に何かに取り組む部分を好ましい形で循

環させることを意図してなされる10）。また，このような

音楽表現の要素は，外側からかぶせられるのではなく，

授業そのものを，活気にみち，ダイナミックな展開を持

った一つの芸術的な作品として形成しようとする試みで

もある。すなわち，低学年においては，音楽はいわば教

育方法の基本的な原理として位置づけられているのであ

り，このことが，シュタイナーにおける低学年の音楽教

育の第一の特徴であるといえよう。

　自由ヴァルドルフ学校におけるもう一つの特徴的なも

のは，第1学年から専門授業の中に位置を占めているオ

イリュトミーである。

　オイリュトミーとは，シュタイナーによって創始され

た運動芸術であり，身ぶり（Geb包rde）の芸術であるu）。

しかしその身ぶりはいわゆるパソトマイムのようなもの

でも，また単なる舞踊のようなものでもない。それは，

音楽と言語の諸法則にもとづいてすぐれて芸術的な視点

で構成された身ぶりである。

　オイリュトミーの内容は，主として言葉のオイリュト

ミー（Lauteurythm1e）と音楽のオイリュトミー（Ton－

eurythmie）に分げられる。音楽のオイリュトミーに

おいては，音の高さ，リズム，タクト等が，それぞれに

対応した身ぶり（ミ形ミではなくミ動きミにより重点が

ある）によって表現される］2）。これによって子どもは音

楽を心身全体で受けとめ，また表現することを第1学年

から学ぶのである。更にこのオイリュトミーは，そのす

ぐれて教育的な作用によって，前述の音楽表現の要素と

同様，様々な教科学習の導入，深化にも用いられ，シュ

タイナーの教育におげる固有の方法としての位置をも占

めている13）O

　7才から9才までの教育においては，このようにほと

んどすべての教科は音楽的表現，そしてオイリュトミー

を源泉として生みだされ，これらを通して学習される。

そしてこのような音楽活動は，教科として音楽教育が位

置づけられる前段階の，低学年における音楽教育内容と

しての意味も持っている。低学年の教育において，音楽

は，あらゆる教科の教育方法でもあり，また教育内容の

一つでもあるというこの二重の位置づけが，この学校の

教育を極めて特色あるものにしているといえよう。

　ところで，この特色ある教育は，単に学習の効率があ

がるから，とカ㍉子どもの意欲をひきだしやすいから，

というような理由に支えられたものではない。人問を一

貫したものとして理解しようとするシュタイナーの人問

学，全体的人間の育成をめさす発達観によって裏付げら

れた教育方法なのである。

　子どもの発達についての彼の見解がどのようなもの
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カ㍉ここでは極めて概略的にしか述べることはできない

が，これは人問の全体的構造を，肉体（Leib），魂（See－

1e），精神（Geist）からなるものとする伝統的な見方

にのっとっている。これらの総体としての人問の本質，

そしてその発達を捉えようとするならば，この三つの面

から人間を考察しなけれぼならない。そして教育という

ものはとりわけ精神の観点から，すなわち精神的な営み

によって行われなければならないのである14）。

　ところで，精神の観点からの教育は，物質性の面での

依存という意味において，まず物質的肉体機構の成長に

注目する15）。そしておよそ7才頃に生じる「歯牙交代

（Zahnwechse1）」と14才頃に。おげる「性的成熟（Ges－

ch1echtsreife）」を，子どもの肉体，魂，精神の総合的

変化の顕著なあらわれとして捉え，発達の画期としてと

りわけ重視するのである。何故ならこのような肉体機構

上の成長は物質的なものであると同時に，その内奥にあ

る精神的，心意（魂）的なるものの作用だからである16）。

　「歯牙交代」は人間の形姿形成の基本的な作業の完了

を意味する。すなわち，それまで肉体の健康的な発達に

向けてその作用を注いでいた魂が，今度は自ら発達をは

じめる。シュタイナーは，「7才からほぼ14，5才にか

げての子どもは，……すでに全く魂そのものに化してお

ります17）。」と述べるのである。このように，肉体，魂，

精神は，相互に密接に作用しながら，それぞれに異なる

時問単位において成長，発達を遂げてゆく。

　ところで，シュタイナーは魂のはたらきの根底にある

肉体機構上の組織もまた，重層的なものであると捉え，

教育実践上の基本的な課題をひきだす前提として，人問

の魂と肉体の結びつきを三層構造としてみる見解を提起

した18）。彼は，表象（思考），感清，意志，という三つ

の基本的な魂のはたらきをとりあげ，それぞれのはたら

きの根底とたっている肉体的，物質的た現象，ないしは

それの生ずる組織を間題とした。それによれぱ，表象

（思考）作用は肉体機構中の神経一感覚組織と結合して

おり，感情作用はリズム組織，すなわち呼吸組織，血液

循環組織，また，意志作用は運動組織と物質代謝組織を

基盤としている。そしてこれら魂の作用の根底をなす肉

体機構上の組織もまた，逐次的にかつ重層的に発達して

いくものとみなしているo

　このようた観点から子どもを見た場合，歯牙交代に到

るまでの子どもは，「全肉体機構をあげて感覚器官その

もの19）」すなわち神経一感覚組織が主導的な役割を果た

しているのに対して，歯牙交代期から性的成熟の問にあ

る子どもの中で優勢を占めるのは，リズム組織（呼吸，

血液循環組織）である。この時期に子どもは，単なる外

的な感覚的印象を受げとめるだげでなく，その中に内在

する魂（心意）的なるものを受容することができるよう

になる20）。授業実践上の課題は，このような人間学的な

前提からひきだされるのである。

　シュタイナーはいう。「この時私たちは，すべての授

業とすべての教育活動によって，何よりもまずリズム組

織に働きかけているのであるということを知らねばなり

ません。……それでは一体何がリズム組織に働きかけ，

またその中で活動しているのでしょうか。それは諸々の

芸術的なもののフォルムの中で，又芸術的な営為の中

で，人間に作用を及ぼしていくものに他たりません。す

べての音楽的なものは，リズム組織と結びついていると

いうことを思い起こして下さい。……私たちは……すべ

ての教材を芸術的に教授する必要があるということを知

っていなげればなりません21）。」すたわち，この時期子

どもの本性が芸術的な営みを必要としており，また，子

どもの内部の魂に呼びかげて，その発達を促すことがで

きるのが，芸術的たもの一音楽的なものと絵画的なも

の一なのである。

　このようなシュタイナーの見解は；後にヴァルドルフ

教師集団によって補足され，授業計画要項としてまとめ

られているが，そこでは入学時から最初の三年問（9才

まで）の教材と教授法について次のように述べられてい

る。「子どもはその歯牙交代に至るまでは，四肢の運動

を通して，もっとも顕著に自分の心意（魂）の生活を表

現するものである。……歯牙交代の後には，主として呼

吸と血液循環の中で自我体験が行われる。したがって子

どもは，韻とリズムとタクトから形成されるすべてのも

のに対し，本能的に近親感を持つ。歯牙交代の時期が終

わってもなお，身振りや四肢を使ってのゼスチュアによ

って自己表現をしたいという欲求と，教育者の身振りや

ゼスチュアの中に内面生活の表現として表われているす

べてのものを模傲し，その模倣をとおしてそれを自分の

ものにしたいという意志が相変らず子どもに認められる

のである22）。」

　このような考え方を基礎として，7才から9才までの

子どもの教育は，芸術的なものを，その基本的な方法原

理としたければたらないのである。

2．低学年の晋楽教育方法

　既に述べたように，自由ヴァルドルフ学校においては

低学年の段階では，音楽は教育方法原理であり，あらゆ

る教科の中で音楽的なものが取り扱われている。それは

この時期の子どもの本性を芸術的なものと捉え，あらゆ
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る教科の源泉を音楽的なものや絵画的なものに求め，芸

術的な営為をとおして学習に導かねばならないとするシ

ュタイナーの見解によるものであった。子どもは9才を

節目として少しずつ論理的，客観的なものに目を開き，

受け容れていくようになる。しかしそれまでは，音楽的

な響きやリズム，絵画的な1フォノレム，色彩等々に満たさ

れた芸術体験として，すべての教科の学習がなされるべ

きなのである。

　一方，教育内容としての音楽を見た場合，それは既に

述べたリズム練習や，オイリュトミーなどの，自由ヴァ

ルドルフ学校の独自な形式によって基礎的な学習が行わ

れている。ここでは，教科としての音楽教育への橋渡し

としてのリズム練習，オイリュトミーについて述べる。

　（1）リズム練習（基本授業のリズム的構成部分）

　リズム練習は，毎目の基本授業のはじめに10分から30

分程度行われ，基本授業の一構成部分として位置づげら

れている23）。その内容は言葉一リズム練習（朗唱），又

は音楽一リズム練習（歌唱，楽器演奏）である。この練

習は，基本授業で扱われる重点的なテーマと充分に関連

づげて構成されなげればならない。すなわち，国語，算

数など基本授業の，中心的なテーマとかかわりをもつ小

詩，蔵言，格言などの朗唱，歌唱，即興的な小旋律のブ

ロックフレーテ奏などがこれにあてられる。

　この際に重要なことは，ここでとりあげられる小詩，

小曲などの素材は，基本授業のテーマとの良好な関連が

あるべきことは勿論，更にリズム，メロデ！一，レトル

ム等すぐれて音楽的な要素を持ったものでなげればたら

ないことである。

　幼児期から低学年にかけての教育においては，五官で

捉え得る現象そのものの美しさがとりわげ重視されてい

る。「幼児期にとってとくに必要なのは，たとえぱ子ど

もの歌をとおして，美しい，リズミカルな音楽的印象を

感覚に与えるようにすることです。その際に，意味より

も，美しい響ぎに価値がおかれなくてはなりません。目

や耳にさわやかに作用するものほどよいのです24）。」と，

朗唱や歌唱における音楽的な要素をシュタイナーは強調

してやまない。

　ブロックフレーテやキソダーライア，キソダーハープ

の学習が，一年生の段階からこのミリズム練習ミの中で

すべての子どもに課せられていることは，このこととも

関連している。これらの楽器の音色は，ピァノのような

メカニックなものとは違って，演奏会用楽器の多くが失

った素朴で繊細な響きが充分に残されており，これらの

楽器によって，「心を集中して音を聴くこと25）」を十全

に育てることができるのである。

　ミリズム練習ミにおげるブロックフレーテやライアの

演奏は，更に，楽器との出会い，そして楽器の初歩的な

奏法の学習の場でもある。楽器によって子どもは主観的

な音楽表現からより客観的な表現に徐々に近づいてい

く。この段階では子どもは楽器を自らの五官の延長とし

て用い，自然の音を模倣したり，自由な即興表現をした

り，また先生の演奏をその指度いをまねて模奏したりす

る中で，次第にその奏法を習得する26）。この際に，d．

e．g．a．hの五音音階（ペソタニック）からはじめ

られ徐々に調性（とりわげ長調）に移行する　という道

すじを辿ることが多い。これは後述するように音楽的な

ものと子どもの魂の発達にとってふさわしい流れである

とするシュタイナーの見解によるものである27）。

　このように，基本授業の中に組み込まれたミリズム練

習ミによって，音楽は遊びの領域から学習の領域へ，す

なわち主観から客観の世界へとゆるやかに，徐々に，橋

渡しされるのである。

　（2）オイリュトミーの学習

　シュタイナーによって，もともとは舞台芸術として成

立したオイリュトミーは，そのすぐれて教育的な作用に

よって，自由ヴァルドルフ学校の教育実践におげる固有

の方法となり，また同時に固有の教科としても位置づけ

られている28）。教科としてのオイリュトミーは，週一回

から一回の専門授業の中で，12年間とおして学習され
る29）。

　オイリュトミーは「魂のことばとしての運動30）」など

とも呼ばれ，いわゆる「体操」ほど身体そのものに重点

がおかれるものでもなく，また「舞踊」のように主観的

解釈や盗意性に依拠するものでもたい。オイリュトミー

の動きは「立つ」ことと，そのことによって解放された

「手の自由さ」という，人間の決定的な特徴を示すこの

事実から出発する31）。そして「歩み」と「腕の動き」に

よって，上下，左右，前後の三次元空問の中に可視的た

動きの軌跡を刻むことが，言葉のオイリュトミー，音楽

のオイリュトミー，また幾可や文法などの様々な教育オ

イリュトミーに共通の根底的なことがらである32）二

　音楽のオイリュトミーは，リズム，タクト，メロデ

ィー，更には音程，長調，短調，協和音，不協和音など

に対応した身ぶりを与えられている。低学年において

は，これらの中で主としてリズム，タクト，メロディー

の極めて簡潔な動きが学習される33）。子どもは例えぱよ

く知られたハイドソの交響曲の第二楽章のリズムを歩

む，あるいは簡単な三音の旋律を腕のあげおろしによっ
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て示す。このことで，本来耳に聞こえるものであるはず

の音楽の要素が，空間の中の「動き」として可視的に表

現される。これは外側から見れば，音と，人問の動きの

フォルムを形式的に結びつげたものと見えるかも知れな

い。しかし，まだ音名も，音階の法則も知らたい一年生

の子どもたちにとって，オイリュトミーは，ひたすら音

そのものを心身全体によって聞き，それを四肢の動きに

ゆきわたらせる体験なのである。幼児期の「模傲衝動」

がまだ残っている低学年の子どもたちは，まず模傲や遊

びを通して，リズム，メロディーの基本的な動きを学

ぶ。

　ところで，シュタイナーによれば，メロディー，タク

ト，リズムの音楽の三要素にそれぞれ対応するのが，上

下，左右，前後，の三次元空問の動きである。r人が音

楽的体験をオイリュトミーに移入しようとするとき，彼

はそれを動きに変えるのです。そして，動きというもの

は，いかなる方法によってもこの三次元空間の中以外に

選択の余地はありません。動きの中に音楽的なものを移

入しようとすれぼ，何らかの方法でこれら三次元空間の

助げを借りなげればなりません。つまりこれら三次元の

空問は人問の動きの可能性をあらわすのです。人問の動

きの可能性はオイリュトミーの中でこそ実現すべきたの

です34）。」このようにシュタイナーは述べている。

　ここで重要なことは，音楽の三要素と三次元空問の動

きの対応は，単なる方法として形式的に結合させられた

ものではない。シュタイナーによれば，メロディーは上

昇と下降の動きとして知覚され，長，短のリズムは，背

後空間への広がりと前の空間への収縮，更にタクトは，

重力の平衡を求める左右の動きとして却算されるもので

ある35）；

　以上を要約すれば，オイリュトミーは，人問の音楽の

知覚と合致した動き，身ぶりであり，音楽を人間の形姿

によって体現するのにふさわしい身ぶりである。それ故

に子どもは極めて自然にこれを受げ容れ，音楽を理屈と

して頭で把握するのではたく，心身全体にゆきわたる動

きとして捉えることを学ぶ，とされているのである。

3．音楽教育方法の理論的基礎

　シュタイナーが，肉体，魂，精神の総体としての人間

を捉え，これらの総合的変化を示す時期としての歯牙交

代期と性的成熟期を発達上極めて重視するということは

既に述べた。これらの発達上の画期にはさまれた時期の

初期には，子どもの中に一造形的たもの，音楽的なものへ

の欲求が著しく増大する。すなわち子どもの本性が芸術
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的なものを欲するが故に，授業が芸術的な要素に満ち，

また授業そのものも芸術的に形成されなくてはならない

のである。先に述べたリズム練習，オイリュトミーは，

この課題にこたえるのにふさわしい方法であった。

　一方，このリズム練習とオイリュトミーは，シュタイ

ナーにおげる音楽教育の基礎的な内容でもある。そして

低学年の段階におけるこれらの内容は，彼の音楽的な発

達についての見方，及び，音楽的なものの本質について

の見解に依拠するものである。

　以下，音楽教育を支えるこの二つの見方について明ら

かにしたい。

　（1）子どもの音楽的な発達

　7才から9才における音楽的な発達の方向は，既に触

れたように，主観から客観への大きな流れの中での，全

身から部分への方向である。それは言い換えれば，リズ

ムに代表される音楽的要素の造形的，具象的な受容か

ら，より内的な受容への流れでもある。シュタイナーは

いう。「音楽的なものの受容について，9才と1O才の間

の生活年齢までの子どもを観察すると，音楽的なものも

また，いかに子どもの中では本来造形的に生きている

か，そしてそれはいかに肉体の内的な造形性に向かって

生じているかということがわかるでしょう。子どもにお

いては音楽的なものは，きわだった軽やかさで，踊りや

動きにかわっていきます。私たちはそこで，音楽的なも

のの真に内的な感得は9才と10才の聞にはじめて生じる

のだということを認識しなげればたりません36）。」

　音楽はこのように，本来まず心身全体にゆぎわたる人

問総体を用いての活動なのである。例えばより幼い時期

に基本的なオイリュトミーをすることによって，手足の

中にある或る種のミ重さミを克服することができる37），

とシュタイナーは述べている。このことが子どもの内部

に音楽的なもの全体のための基礎を育み，そこから個々

の感覚，例えぱ音楽を聞く耳が生じる。音楽的なものを

受げとめる個々の感覚は，音楽的人間全体の特殊化した

もの38）として把握されているのである。

　音楽的た発達の第二の点は，五音音階（ヘソタトニヅ

ク）から調性への方向である。

　コダーイ（Koda1y，Z）やオルフ（Orff，C）も，民

俗的，伝統的な音楽から西洋音楽へ，という視点から，

音楽教育におげるベンタトニックから調性への流れを提

起した。しかしシュタイナーにあってはこれもまた「魂

の発達」の視点から発するものである。

　シュタイナーによれば，幼い子どもの魂はまだ両足を

大地にしっかりつけた存在ではない。魂はまだ重カと無
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関係なところで水平に浮遊している。r9才頃までの子

どもが……長調，短調の気分を正しく理解することは，

ほんとうはまだむりなのです。……子どもは……本質的

には五度の気分の中に生きています。もちろん，学校で

扱う教材として三度の音程を取り入れることもできま

す。しかし，正しく子どもに近づこうとするならば，何

よりもまず五度の音楽的理解を助長するべきなので
す39）。」

　彼によれば，これはまた音楽の歴史的発展，すなわち

五度音程を基調とする旋法から調性への発展に即したも

のでもある。LかLだからといって，教師は音階の発展

過程を厳密に研究Lてそれを授業の中に忠実に再現し，

子どもに追体験させる必要はない。ベソタトニヅクから

調性への流れは，水平に浮遊する子どもの魂が，大地に

両足をつげるのをたすげる，すなわち主観から客観の世

界へとつなぐおおよそのゆるやるな道すじであるといえ

る。

　（2）音楽的なものの本質と昔楽教育の課題

　自由ヴァルドルフ学校におげる音楽教育の実践は，シ

ュタイナー固有の人間観，発達観にもとづくものである

ことを述べてきた。しかしこれらの教育実践を支えるも

のは，それだけではない。もう一つの重要な柱として，

シュタイナーにおげる音楽についての見方がある。

　それでは，シュタイナーの音楽観とはどのようなもの

であろうか。

　彼によれば，音楽以外の他の芸術がほとんどすべて，

その範例を現実の物質界にもっているのに対して，音楽

は通常の感覚では知覚し得ない高次の認識領域の中にそ

の原像を持っている。rそもそも物質界におげる万物の

基礎にはこの精神界の音が存在しているのです。」rすべ

てわれわれの意識の対象物はその存在の基盤において精

神的な響きをもっているだけでなく，われわれ人問自身

がその本性の最奥部分において，この同じ精神的な響き

であるのです40）。」

　シュタイナーは更に，芸術的なものの二つの流れ，す

なわち彫塑的一絵画的なものと，音楽的一詩的たものを

対極的な作用をたすものと提え，次のように述べる。

「彫塑的一絵画的なものでは，私達は美しいものを眺め

たり体験したりしますげれども，音楽的なものにおいて

は，私たち自身が美しいものになるということを忘れて

はいげません。……人間界と天上界の最高の模倣は彫塑

的，絵画的な世界の模倣です。でも音楽的なものの場合

は人問自身が創造者です。……もちろん音楽的なものは

例えぼ波のざわめきや，うぐいすの歌を単に音楽的に模

傲することによって，つくりだすことができます。しか

し真に音楽的なものと真に詩的なものは新たな創造なの

です。……音楽的なものに結びつくことによって，私達

は，存在の「無」から実在の中へと入っていくのです41）。」

　従って彼にあっては音楽教育の第一の課題は，物質的

な存在の根底にあるミ音楽的なものミに対する印象を目

ざめさせ，音楽的なものに対する喜びと欲求を育てるこ

とである42）。そして，世界の中にある音楽的なものと結

びつくことによって，一人一人の中に可能性としてある

「よりよい人問」を実在化させることができる，という

のである。このような音楽的なものと結びつきたいとい

う欲求はまた，子どもの本性でもある。

　「人問の本性というのは，ある程度，音楽家として生

まれついているようなものだということに私たちは気付

くでしょう。……人問は自分の体を音楽的なリズムや，

世界との音楽的なかかわりの中におきたいと思うように

生まれついているのです43）。」

　すなわち，子どもの心身全体が，その本性に従って，

世界の中の音楽的なものと結びついていく能力を育てあ

げることが音楽教育の重要な課題である。

　ところで，このように四肢の動きを好む，という形で

あらわれてくる子どもの音楽的た欲求，意志は極めて強

力なエネルギーを持っていて，とへわげ幼い時期におい

ては，「子どもの生命を圧倒し」「意識を麻輝させて44）」

しまう。シュタイナーはそこで次のように提起する。

「私たちが音楽的要素を用いることによる教育的な影響

というものは，人問の本性から湧き出てくるディオニゾ

ス的要素を，アポロ的な要素で常に調和させていくこと

にあるのです45）。」

　音楽的なものの作用は時として人間にとっては極めて

陶酔的，眩惑的である。シュタイナーにあってはこうし

たディオニゾス的無意識の作用を，表象を創造するアポ

ロ的意識によって現実化することが極めて重視されてい

る。そしてそれはr根源的な教育方法46）」によってなし

得るのである。rそこで大切なことは，子ども達がハー

モニーやメロディー等根源的に音楽的なもののはっきり

としたわかりやすい表象を持つことです。つまり根源的

に音楽とは何かをはっきりわかるようになることです。

　・このようにすれぱ音楽も根源的に教えることができ

ます。そのことによって音楽的なものに非常に強く働き

かけるディレッタソティスムスというものがやわらぐで

しょう47）。」このことは，音楽教育の第二の重要な課題

であるといえよう。

　子どもに与えられる音楽的素材は，従って詩であれ，

即興的な小曲であれ，このような課題にこたえ得るもの
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でなければならない。朗唱や歌唱，ライアによるリズム

練習，そしてとりわげ音楽の諸要素を身体の動きによっ

て表象化しようとするオイリュトミーは，このような課

題にこたえるのにふさわしいものといえよう。そしてそ

こに，ある様式の音楽の習得や，一定の技術の習練を含

んでいるにしても，授業の中で真に創造的な音楽体験を

する，という事実そのものをつくりだすことの方が，は

るかに重視されている。何故ならぱ，真に音楽的なでき

ごとがおこなわれるならぱ，それは人間と世界の未来に

とって創造の種子が蒔かれたことになる，と捉えられて

いるのであるから。

　自由ヴァルドノレフ学校におげる音楽教育の実践は，決

して個々の技術的た方法の寄せあつめではなく，シュタ

イナーによる子どもの本性と発達についての洞察，及び

音楽的たものの本質に対する独自の認識に深く支えられ

ているのである。

結　　　　び

　以上，自由ヴァルドルフ学校の音楽教育，とりわけ低

学年における音楽教育方法とその理論に注目し，これが

シュタイナーの人問観，発達観，及び音楽観にその根拠

をおくものであることを明らかにしてきた。

　しかしながら，このようなシュタイナーの教育方法理

論が，教育の画一化，教育内容の膨大化など今目の教育

の事態に対して提起するものは，決してその内容の模傲

ではあり得ないと考える。結びにあたって確認すべき点

として次の点を記しておきたい。

　その一は，全面発達を重視する立場からの，教科の配

分と教授法のみなおしである。

　シュタイナーは，知，情，意を分離し，個別の能力を

把握しようとする立場をとらず，常に全体的人問の育成

という視点から人問の発達を捉えようとした。全体的人

間の育成とは，彼によれぱ魂（心意）のはたらきである

意志，感情，思考を相互に密接な関連をもつものとして

とらえ，その発達の法則にしたがって育成することであ

る。魂のはたらきにとどまらず，それは更に広い意味

で，肉体，魂，精神の全体にわたる育成でもある。この

ことは人間学的な洞察から，首尾一貫した実践的な教育

活動を抽きだすことによってはじめて可能になる。シュ

タイナーにあってはそれは一つ一つの教材を芸術的に取

り扱うことをとおしてなされるものであり，また育ちつ

つある人間が求めているように各教科を配分していくこ

とによってなされるのである。従って，芸術的な授業と

は，決して単なる合科授業的な方法を意図したものでは
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ない。

　このような視点は，今日の教科間の隔絶と内容の膨大

化，更にそれによる「発達」の捉え方の嬢少化一例え

ぱ音楽教育をとってみた場合，一定の音楽理論からひき

おろされた個別の事柄（例えぱ「読譜」）に関する「学

習可能性」のみが，内的な意欲や感情の発達とは切り離

されて重要視される一に対する重要な間題提起といえ

るであろう。

　その二は，音楽的なものの本質に対する見方に支えら

れた音楽教育の課題についての提起である。

　今目の音楽教育は「音楽を愛好する心情を育てる」と

いう一般的な目標を掲げている。しかしこのr音楽を愛

好する心情」の目的化は，様々な音楽の，様々な作用に

ついての価値判断を回避する役割を一面で果たしてお

り，教材の無批判，無制限な拡大を助長することにもな

った。何故なら，どのような「音楽」であれ，それを愛

好することは良い事だとする考え方は既に用意されてい

るのだから。しかしながらこのことが強調された結果，

音楽教育の成立の原点ともいえる，音楽によってのみ成

立し，表現しうる人問の精神の把握，という点は極めて

暖昧になってきている。

　シュタイナーは，こうした方向とは反対に，音楽の中

にある陶酔的，衝動的なエネルギーを，魂（心意）の全

面的な働き，すなわち感情のみならず自律的な意志と，

意識的な表象（思考）作用によってやわらげ，調和させ

ることを，音楽教育にとって価値あることとした。更に

肉体，魂，精神の全体的人間として，音楽と根源的に．か

かわることを，オイリュトミーなどの固有の方法の創造

によって実施しようとしたのである。彼が意図したのは

単にある様式の音楽の習得でもなく，一定の技術の習練

でもなく，全体的人問と音楽との本来的なつながりを，

教育によって回復することであった。

　このような全体的人間の育成，そして物質的なものと

精神的なものの循環的把握をめざす彼の包括的な世界観

は，一貫して自由ウァルトルフ学校の教育実践の重要な

根底をなすものであり，一切の授業の根源でもあった。

それは具体的な教育方法の提示を含めて，極めて今日的

な間題提起と示唆を含むものといえるであろう。

　今後，シュタイナーの人間学及び音楽観と，音楽教育

方法理論とのかかわりに関する詳しい論究，とりわけオ

イリュトミーに関する研究を課題としたい。
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